
将来を視野に入れたワークス
ペースへのテクノロジー投資
インタラクティブガイド：
• �ワークスペース テクノロジーの総保有コスト（TCO）をより正確に計算
• �AI プロンプトを設計し、投資を監査して、隠れたコストを明らかにし、経
営陣の優先事項に対応した強固なビジネスケースを構築
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ワークスペースへの新しいテクノ
ロジーの導入では、表示価格に目
が向きがちですが、その価値と最
終的な収益への影響を本当の意
味で決定付けるのは総保有コスト
（TCO）です
TechTarget は TCO を「IT 資産（製品や機
器など）の購入、導入、管理、使用、廃棄
に関連する費用の見積もり」と定義してい
ます。この TCO を正しく計算すれば、企
業は投資の財務的影響の全容を明らかに
できるため、長期的な価値の創出、リソー
ス配分の最適化、リスクの低減、全体的
な業績の向上が可能になります。一方で、
ワークスペース テクノロジーの総コストを
過小評価したり、機会損失の価値を計算
に入れ損ねたりすると、企業は瞬く間に市
場での優位性を一気に失います。

残念ながら、現在のテクノロジース
タックは極めて複雑であるため、
従来の TCO の計算方法はでは以
前ほど正確な結果を得られなくな
っています。
実際、IDC の予測によれば、世界トップ
企業1000社は、2027年にかけて AI イ
ンフラコストを最大30%過小評価する
ことになるとされています。しかも、これ
は承認済みのプロジェクトに限った話で
す。Forrester の推計によると、B2B 購買の
86%が購入プロセス中に行き詰まってい
ます。TCO 戦略を見直すことで得られる
価値は、予算超過の防止だけではありま
せん。購入に関わるメンバーが「分析麻痺
（考えすぎて、結局決められない状態）」
を乗り越え、断固たる行動に移れるよう
になり、重要なテクノロジー投資を予定通
り、かつ予算内で確実に完了できるように
なります。

よりスマートな TCO 戦略が、柔軟
で回復力があり、高いパフォーマン
スを発揮するワークスペースの基
盤を築き、将来の課題に備える方
法を見ていきましょう。

はじめに

はじめに 効果を最大化 AI プロンプトを活用 ロジクールについて主な TCO 要因

本ガイドは、組織のワークスペース IT 戦略における目に見えるコストと目に見えないコストを理解し、調整して、最適化するため
の基盤となります。本ガイドの特典として、各所に AI プロンプトを掲載しています。自社の具体的な投資を精査し、経営幹部の
優先事項に訴求するビジネスケース構築にお役立てください。

https://www.techtarget.com/searchdatacenter/definition/TCO
https://www.cio.com/article/4107377/cios-will-underestimate-ai-infrastructure-costs-by-30.html
https://www.forrester.com/press-newsroom/forrester-the-state-of-business-buying-2024/


多くの組織は、ワークスペース テクノロジーにかかる初期費用（ハードウェア、ソフ
トウェア、導入のコストなど）は考慮するものの、継続的な取り組みで発生するあら
ゆる費用については見落としがちです。これには、保守、ライセンス更新、アップグ
レード、トレーニング、エネルギー消費、システム統合、セキュリティ、コンプライア
ンス、さらにはダウンタイムや変更管理といった「隠れた」コストも含まれます。賢
明な IT 意思決定者ならば、こうした目に見えない要因が投資収益率（ROI）を損な
い、変革の取り組みを停滞させる可能性があると認識しています。

TCO に対して包括的なアプローチを適用することで、リーダーは以下を特定でき
ます。

 � 短期間で測定可能な改善効果をもたらす早期成果
 � 気付かぬうちに価値を奪う隠れたコスト
 � 将来を視野に入れた投資機会

デスク1台であれ、一室であれ、建物全体とであれ、それを整備することは単に機能
を購入することではありません。予測可能性、効率性、そして長期的な ROI への投
資なのです。TechTarget、Gartner、および多くの他の組織が TCO の計算に含める
べき項目のリストを提供しています。注目すべきは、こういった計算式が拡大し、従
来の予算項目に加えてより包括的で部門横断的な考慮事項（TechTarget が「無形
コスト」と呼び、Gartnerが「非財務的ライフサイクルコスト」と呼ぶ生産性や従業
員体験など）が、含まれるようになったことです。

いくつかの基本的な TCO 項目から始め、隠れたコストや節約の余地が現れる可
能性のある領域を特定しましょう。

主な TCO 要因とよく
ある落とし穴とは？

取得コスト（p.5）

運用コスト（p.6）

セキュリティとコン
プライアンス（p.9）

製品寿命の終了
と移行（p.10）

間接費 （p.8）

スケーラビリティとアップグ
レード（p.7）

はじめに 効果を最大化 AI プロンプトを活用主な TCO 要因

下のトピックをクリックして先に進んでください。
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ロジクールについて

https://www.gartner.com/en/documents/7010898


1.取得コスト

› �ハードウェア
ノート PC、デスクトップ、周辺機器、会
議室の機器。

› ソフトウェア
生産性向上、コラボレーション、セキュ
リティのためのライセンスとサブスクリ
プション。

› 実装
導入、統合、トレーニング。

よくある見落としと隠れたコスト/節
約
• �ベンダーの互換性と統合：選択肢が不十
分で機能も限定的な場合、企業は多くの場
合「後付け」の回避策に頼らざるを得ず、コ
ストがかさみ、パフォーマンスが大きく低下
することになります。これを避けるために、
どのプラットフォームでも使える柔軟性を備
え、主要プロバイダーと密接に連携し、機
能が豊富なソリューションを探す必要があ
ります。既存の環境に強制的に適応させる
のではなく、自然に適合するように設計さ
れたテクノロジーを選択すれば、カスタマ
イズの手間を省き、エコシステムのパフォー
マンスとコスト効率を高い水準で維持でき
ます。

例：Microsoft Teams Rooms on Windows 
は、米国国防総省情報ネットワーク
（DoDIN）承認製品リスト（APL）に掲載され
ています。この承認により、Teams Rooms 用
の Microsoft 認定のロジクールソリューショ
ンは DoD の高度に保護された環境に導入で
きます。

• �ベンダーロックインと柔軟性：今日機能し
ているテクノロジースタックが、明日必要な
スタックと同じとは限りません。初期コスト
とリスクを抑える鍵は、導入、統合、トレー
ニングの柔軟な選択肢にあります。

周辺機器を購入する際に検討すべきポイン
ト：

• �Microsoft Teams、Zoom、Google Meetな
ど、社内環境ですでに使用している技術に
対するネイティブサポートが含まれている
か、それとも競合しているか。

• ��使い心地を向上させる機能が搭載されてい
るか。

• ��Windows 11や Android 12、アプライアンス
モードまたは BYOD モードなど、他の重要
なインフラ、環境、システムと互換性がある
か。

�• �オンボーディングおよび継続的なサポート
のオプションはあるか。

• ��上記の環境やシステムを別のものに変更し
たくなった場合、その移行はどの程度容易
か。

はじめに 効果を最大化 AI プロンプトを活用主な TCO 要因 ロジクールについて
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2.運用コスト

› メンテナンス
定期的なサービス、修理、想定耐用
期間中のソフトウェアの更新、延長保
証。

› IT サポート
設置、管理、ヘルプデスクのスタッフ配
置、リモートサポート契約。

› 光熱費
デバイスとインフラの消費電力。

よくある見落としと隠れたコスト/節約
• �必要な社内リソース（人員 x 工数）：専門性の高い IT 
チームに注力してほしいのは、本当にこうした業務です
か？それとも、より高い ROI をもたらす高付加価値のタ
スクが他にあるのではないでしょうか？ベンダーが提供
するフルサポートオプションを選択することで、削減で
きるコストや節約できる時間を比較してみる価値は十
分にありそうです。フルサポートを受けずに自力で作業
を進めるのであれば、ベンダーが、スキャンしやすい適
切な説明資料を提供しているか確認してください。

• �統合されたケーブル管理：デバイスのダウンタイムは、
多くの場合、ケーブルが外れていることが原因です。適
切なケーブル管理を行えば、こうした問題は簡単に防ぐ
ことができます。さまざまなケーブル配線オプションを
使用することで、設置時間の短縮、スケーラブルで統一
感のある会議室の構築、ダウンタイムの削減を実現で
きます。 

• �アドオンのサブスクリプション：ベンダーによっては、
一元的なデバイス管理に追加料金を請求します。一元
管理が含まれていると、企業の投資の価値創出までの
時間が短縮され、予算編成も簡単になります。

• �運用ライフサイクルのコスト削減とサステナビリティ
への影響：最初からサステナビリティを考慮して設計さ
れたデバイスは、使用中のエネルギーを節約し、長期
間の使用が可能であり、環境データを追跡します。さら
に、サステナビリティ目標の達成にも貢献します。

• �延長保証オプション：保証があれば、セキュリティが確
保され、システムやデバイスが不具合から保護されてい
るという安心感をもたらしてくれます

事例
PenTeleData には十分な能力を持つ
設置チームが存在しますが、このチ
ームは他の重要なタスクに時間を割
くほうがよいと同社は判断しました。
同社は、一元型リモート管理、24時
間365日のサポート、長期の製品保
証を提供するロジクール Select（部
屋ごとのライセンス）を選択しまし
た。PenteleData の現場技術者は、
同僚やマネージャーに助けを依頼す
る代わりに、ロジクールのサポートと
数分以内につながり、設置時間を4
分の1に短縮できました。これに加え
て、（今まで助けていた）同僚も時間
を節約できました（導入事例の全文
はこちら）。

はじめに 効果を最大化 AI プロンプトを活用主な TCO 要因 ロジクールについて
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https://www.logitech.com/en-us/business/resource-center/case-study/penteledata.html?utm_campaign=con_futureproofing_tech_investments_tco_ebook&utm_medium=direct&utm_source=logitech&utm_content=pen_tele_data_customer_story
https://www.logitech.com/en-us/business/resource-center/case-study/penteledata.html?utm_campaign=con_futureproofing_tech_investments_tco_ebook&utm_medium=direct&utm_source=logitech&utm_content=pen_tele_data_customer_story


3.スケーラビリティとアップグレード

› スケーラビリティ
ユーザー基盤を拡大するためのコスト（追加ライセンス、従業員の増加
に伴う新規ハードウェア）。

› アップグレード
パフォーマンスや互換性を確保するためのハードウェア/ソフトウェアの
交換または更新（AI エージェント、AI ワークフロー、自動化）。

ライセンスモデルの比較：スケーラビリティに優れているはどちらのモデル？

デバイス #1

デバイス #2

デバイス #3

デバイス #4

オプション A：整理され、効率的な
会議室ごとのライセンス

1会議室あたり4デバイス x 50室 = 50ライセンス

オプション B：複雑で混沌とした
デバイスごとのライセンス

1会議室あたり4デバイス x 50部屋 = 200ライセンス

よくある見落としと隠れたコスト/節約
• �デバイスベースと部屋ベースの管理：複数の会議室や大規模な
会議スペースのデバイスを個別に管理すると、サポートコストが
あっという間に膨らむ可能性があります。一元管理型で会議室
ベースのサービス契約ならば、より正確な3〜5年の TCO モデリ
ングを可能にし、調達プロセスの円滑化につながります。

• �スケーリングにおける選択の柔軟性：個人のワークスペースか
ら大規模な会議室まで対応し、今後の拡張も見据えた包括的な
ソリューションポートフォリオを持つワークスペーステクノロジ
ーベンダーを選定することで、将来的な非互換性や統合の問題
を防ぐことができます。

• �簡単なパーソナライズとカスタマイズ：従業員にとって使いや
すく、個人の好みに合わせてパーソナライズしやすい IT デバイス
ならば、採用率が高まり、ユーザーエクスペリエンスも向上しま
す。カスタマイズ機能（キーボードショートカットやマウスコント
ロールなど）が不足していると、新しいデバイスやソフトウェア
要請につながる可能性があります。

• �リモート/一元管理：スペースやデバイスをリモートで簡単に構
成、管理、プロビジョニングできる機能があれば、稼働時間を
増やし、IT チケットを減らします。

• �データとインサイト：最新のデバイスが提供する実用的なイン
サイトは、スペースの最適化とスケーラビリティについてスマー
トな意思決定を促進し、未加工データを直接的なコスト削減に
つなげます。

• �自動化：会議室の予約からソフトウェアの更新まで、ワークスペ
ースのおける作業を自動化することで、より価値のあるタスクに
時間を割くことができるため、人件費を削減します。

はじめに 効果を最大化 AI プロンプトを活用主な TCO 要因 ロジクールについて
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4.間接費

› ダウンタイム/生産性の損失
停電やシステムの遅延による影響（損失時間数に、関係人数を掛け、さ
らに時間当たりの平均賃金を乗じて算出）。 

› トレーニングと変更管理
新しいツールやシステムにユーザーが対応できるようにするための準備
コスト。

よくある見落としと隠れたコスト/節約
• �機会費用：何かを購入するとコストがかかりますが、購入しない
場合はどうでしょうか？「機会費用」とは、他の選択肢ではなくあ
る選択肢を選ぶことで失われる潜在的な利益のことです。意思決
定に関わるメンバーが増えている中、機会費用を明確に示すこと
が、部門横断的な成功を促進する新たな IT 投資の承認獲得で重
要な鍵を握ります。この詳細については、テクノロジー投資の効果
を最大化する方法に関する次のセクションをご覧ください。

• �プロアクティブな管理：多くの場合、人は会議室やシステムを定
期的にプロアクティブに監視するのではなく、アラートや問題が
発生するのを待ってしまいがちです。問題を早期に発見し対処す
ると、貴重な時間を節約し、ユーザーエクスペリエンスを向上させ
ることができます。

• �テクノロジーの拡大：シームレスな統合や一元管理がない場合、
複数のテクノロジーベンダーを同時に処理することの複雑さやコ
ストを過小評価してしまいがちです。

事例：
Welch LLP が、ロジクール Sync ポータルを通じて
一元管理されている約200台のフリーアドレスデス
クに Logi Dock Flex をインストールしたところ、デ
スク管理に費やす時間を90％削減し、関連する 
IT チケットを50%削減できました（事例の全文は
こちら）。

はじめに 効果を最大化 AI プロンプトを活用主な TCO 要因 ロジクールについて
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試しに、各セクションの AI プロンプトを使用して、現在の前提を厳密に検証し
つつ、プロジェクトの範囲をより明確に定義しましょう。自社の具体的なベン
ダーデータを安全な AI ツールに入力することで、手作業の計算では見落とさ
れがちな長期的なシナリオをシミュレートできます。

提案プロンプト

「[[提案された IT ソリューション]]に関連するすべての直接費と間接費をリス
トアップし、通常の TCO 分析で見落とされる可能性があるコストを特定してく
ださい」

次に、15ページの「TCO 分析を支援するための AI プロンプトの設計」セクショ
ンのヒントを使用して、プロンプトを「良い」から「最高」にブラッシュアップし
ます。 

特典の AI プロンプト

https://www.logitech.com/en-us/business/resource-center/case-study/welch-llp.html?utm_campaign=con_futureproofing_tech_investments_tco_ebook&utm_medium=direct&utm_source=logitech&utm_content=welch_customer_story
https://www.logitech.com/en-us/business/resource-center/case-study/welch-llp.html?utm_campaign=con_futureproofing_tech_investments_tco_ebook&utm_medium=direct&utm_source=logitech&utm_content=welch_customer_story


5.セキュリティとコンプライアンス

› セキュリティツール
認定、暗号化、ハードウェア保護、定期的な更新、そしてプロアクティブ
な脆弱性管理。

› コンプライアンス
規制（GDPR、TAA、NDAA など）を満たすためのコスト。

よくある見落としと隠れたコスト/節約
• �規制の変更への対応可能性：AI、サプライチェーン、サステナビリティ、
その他の問題に関する規制は絶えず変化しているため、関連する課題
を迅速かつ効果的に解決してきた実績があり、グローバルな基盤を持
ち、実績のあるベンダーを選ぶことが重要です。サプライチェーンの問
題による出荷の遅延や、新製品の更新に関するコンプライアンスの欠
如は、生産性の損失や追加コストにつながりかねません。

• �幅広い認証とパートナーシップ：将来的なコンプライアンス対応や統
合などコストのかかる課題を最小限に抑え、テクノロジースタックを常
に最高水準で保つために、広範な提携関係とサードパーティ認証を持
つベンダーを優先して選定してください。

• �セキュリティを重視した設計：一部のベンダーは、SSO 連携や高度な
暗号化、定期的なファームウェア更新といった重要な機能について、追
加料金を請求したり、別途サービスの契約を求めたりする場合があり
ます。業界のベストプラクティスに従った安全な開発ライフサイクルの
もとで設計、開発、商品化された製品をお探しください。

はじめに 効果を最大化 AI プロンプトを活用主な TCO 要因 ロジクールについて
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6.製品寿命の終了と移行

› 廃止
古い装置の安全なデータ消去、リサイクル、または再販。

› 移行
新しいプラットフォームやシステムへの移行。

よくある見落としと隠れたコスト/節約
•� �循環性：修理、再利用、分解用に設計された製品を選択することで、
真の価値が得られます。EU の修理する権利の規則が今年後半に全
面的に施行されますが、これはユーザー、企業、そして地球にとってよ
り良い、サステナビリティのひとつの分野に過ぎません。

•� �更新サイクル：製品のライフサイクルや企業の過剰な（OTP）アップ
デートの実績を考慮しないと、短くてコストのかかるデバイスの更新
サイクルにつながります。

オフィスは今後1年でどのように変化していくのでしょうか？

ビデオ会議とワークスペースソリューションのグローバルリ
ーダーとして、ロジクールのエンジニアとワークスペースの
リーダーたちは、未来の働き方に関する独自の視点を持っ
ています。ロジクールのエンジニアリング担当 VP/ヘッド
のKarthik Rajagopal は、会議室は移動することを前提に
設計されることになる、と述べています。

「当社は会議室の設計をテーブル中心から、人の動きを重視した
ものへと転換しています。人々が歩き、スケッチし、ブレインストー
ミングし、テーブルや椅子の配置を変えると、テクノロジーが自動
的にそれに従います。会議室はアイデアと同じスピードで素早く変
化するようになります」

来年、またそれ以降の働き方の未来についての、さらなるインサイ
トについては、こちらの記事全文をご覧ください。

はじめに 効果を最大化 AI プロンプトを活用主な TCO 要因 ロジクールについて
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テクノロジー投資の効
果を最大限に引き出す
IT の意思決定者にとって、これは戦術的な計算から一歩離れ
て、TCO をその本質、つまり投資効果を最大化するための包括的
な枠組みとして捉え直す機会です。今日の変化の激しい環境で競
争力を維持するためには、戦略は受動的なメンテナンスから能動
的な価値創造にシフトする必要があります。

これには、IT 支出を、効果の大きな資産に変える2本の柱に焦点
を当てる必要があります。

• �イノベーションを促進する投資に関する戦略的整合性：持続
的な競争優位性をもたらすテクノロジーへの戦略的投資に関し
て、部門横断的に連携し、整合を図ります。

• �レジリエンスと俊敏性を実現する構造化：ビジネスニーズの変
化に合わせて柔軟に対応し、拡張できることを重視し、今日のテ
クノロジーが明日の足かせにならないようにします。

これら2つの分野に基づいて意思決定を行うことで、不確実な時
代でも成長を促進し、テクノロジーのレジリエンス、未来への備
え、収益目標との整合性を維持できます。

これは実際にはどういう形になるのでしょうか？

リーダーの優先事項： 
すべてのステークホルダーに向けた TCO の翻訳
テクノロジー投資についての意思決定に関わるメンバーが増えている中、さまざ
まなステークホルダーにとっての成功がどのようなものかを含めることが重要に
なります。TCO の要素が具体的なリーダーの検討事項にどのように当てはまる
のかは次のとおりです。

CIO/CFO（最高情報責任者/最
高財務責任者）：戦略的な整合
性とコスト最適化
CISO（最高情報セキュリテ
ィ責任者）：セキュリティ、リ
スク、コンプライアンス

COO（最高執行責任者）：
プロセスの効率性と信頼性

CHRO（最高人事責任者）：
従業員の体験と変更管理

CEO（最高経営責任者）：価
値創造、評判、サステナビリ
ティ   

はじめに 効果を最大化 AI プロンプトを活用主な TCO 要因

将来を視野に入れたワークスペースへのテクノロジー投資 |   11

ロジクールについて



イノベーションを促
進する投資に関す
る戦略的整合性 
IT がイノベーションの中核的
な推進エンジンに進化する中
で、Deloitte が指摘するように、
焦点は「労働者とマシンが共に
価値を創造できるようにする」こ
とにあり、生産性とウェルビーイ
ングの両方を向上させることに
あります。柔軟な働き方のため
の再設計であれ、新規採用者に
対する環境装備であれ、これを
実現するには、サイロを壊して、
より速く、よりスマートで、よりレ
ジリエントなワークスペースを構
築する必要があります。

はじめに 効果を最大化 AI プロンプトを活用主な TCO 要因 ロジクールについて
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提案プロンプト

1.「新しい会議室技術を導入する際に、IT、人事、不動産/施設の部門の要件
を統合するためのチェックリストを提供してください。どのような部門横断的
な成果を追跡すべきですか？」

2.「IT、人事、不動産/施設の部門で共有されるテクノロジー関連経費を追
跡するためのワークシートテンプレートを作成し、部門横断的にコスト削減
できそうな箇所を一目でわかるようにしてください。」

次に、15ページの「TCO 分析を支援するための AI プロンプトの設計」セクシ
ョンのヒントを使用して、プロンプトを「良い」から「最高」にブラッシュアッ
プします。 

特典の AI プロンプト

https://www.deloitte.com/us/en/insights/topics/talent/human-capital-trends/2025/new-hr-technology-creates-new-tech-value-case.html


「後付けコスト」を避けるために、早期
から連携しましょう

• �不動産/施設部門を巻き込む：物理的な空
間設計の際には、テクノロジーを考慮するよ
うにしてください。早い段階で調整すると、
大理石のテーブルトップに穴を開けたり、配
線に合わせて壁パネルを切断したりなど、コ
ストのかかる後工程での設計ミスを回避で
きます。

• �人事部門と連携する：シームレスなオンボー
ディングから、集中作業、アイデア創出、トレ
ーニングをサポートするツールまで、テクノロ
ジーを従業員ライフサイクルに連携させまし
ょう。

• �他の意思決定者にも情報を常に共有
する：IT には適していると思われるもの
が、CISO のセキュリティ要件や調達部門の
サステナビリティ目標に準拠していない場合
があります。早い段階で頻繁に連携する方
が、後から高額な修正を伴う障害に対処する
よりも効率的です。初期の評価段階からセキ
ュリティや調達部門を巻き込むことで、TCO 
の「Total」にコンプライアンスやサステナビ
リティをあらかじめ織り込むことができるた
め、後から高コストで対応する事態を回避で
きます。

より重要なことを評価

• �データで意思決定を推進する：推測に頼ら
ずに、実際の従業員の行動に基づくインサ
イトを使用して意思決定を行います。

• �ビジネス成果にマッピングする：デスク予
約システムや周辺機器のような投資を、人
材定着、イノベーション、生産性といった影
響の大きな目標に結びつけます。

戦略的整合性のためのベストプラクティス

共有価値の活用

• �コストの枠組みを同期：IT の TCO を不動
産/施設（総稼働コスト）および人事（総人
件費）と合わせて分析し、隠れた共有コスト
と節約額を明らかにします。

• �複数部門の成功を目指す：ユーザー体験の
向上、エンゲージメントの改善、スペース利
用の最適化、IT サポートチケットの削減と
いった共通の指標に焦点を当てます。

検証と改善

• �契約を監査：部門横断的な確認を定期的
に実施し、重複を洗い出し、サポートを効
率化します。

• �スケーリング前のパイロット実施：本格的
な展開の前に小規模な試験を実施して、運
用上の課題を明らかにし、実際の価値を測
定します。

はじめに 効果を最大化 AI プロンプトを活用主な TCO 要因 ロジクールについて
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レジリエンスと俊敏性を実現する構造化 
商業オフィスの賃貸借契約期間は、通常は5年以上になりがちです。5年後に
ワークスペースはどうなっているでしょう？現在のテクノロジー投資は、引き続
き未来のワークスペースにも対応しているでしょうか？

不確実性はチャンスを生み出しますが、それは行動する準備ができている人
に限られます。組織の将来を視野に入れて、グローバルに柔軟に対応できる
パートナーや、オープンなエコシステムソリューションを優先しましょう。ベン
ダーロックインのような制約を避け、複数プラットフォーム間でシームレスに
連携するテクノロジーを選べば、現在の投資を、ワークスペース環境が今後5
年間にどのように変化しても価値を持ち続ける資産にできます。

ベストプラクティス
• �モジュール式でスケーラブルなテクノロジーを優先する：AI を活用したワ
ークフローと変化する作業パターンに対応するハードウェアとソフトウェア
に投資します。

• �変化に備える：さまざまなシナリオ（成長、プラットフォームの転換、新たな
規制）をモデル化し、それぞれの TCO への影響を見積もります。

• �管理を一元化する：人、スペース、テクノロジー全体でのアップグレードと報
告を容易にするために、統合プラットフォーム（デバイスダッシュボード、統
合ソフトウェア）を使用します。

• �継続的なフィードバックのループを促進する：IT、人事、不動産/施設の部
門間で定期的に意見交換を行います。継続的な改善は、これらの各部門が
現場で何がうまくいっていて何がうまくいっていないかについてのデータを
共有して初めて可能になります。

• �精度のベンチマーク：コストと ROI を業界基準と照らし合わせて定期的に
監査します。ベンチマーキングによって「コストがじわじわ増える現象」を早
期に発見し、次の更新サイクルが来る前に軌道修正できます。

はじめに 効果を最大化 AI プロンプトを活用主な TCO 要因 ロジクールについて
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TCO 分析を支援する
ための AI プロンプト
の設計

TCO の計算に AI を使用していますか？簡単な質問には簡単な答
えしか返ってきません。このセクションの AI プロンプトを使用する
と、表面的な見積もりにとどまらず、ケーブルのトラブルシューティ
ングで失われた時間、ベンダーロックインによる摩擦、非効率的な
ハードウェアによる光熱費など、ワークスペース IT コストの「ダー
クマター（見えないコスト）」を明らかにできます。

はじめに 効果を最大化 AI プロンプトを活用主な TCO 要因 ロジクールについて



プロフェッショナルグレードのプロンプト
マスターレベルの分析を得るために、プロンプトは RCTOBR 構造に従ってください。

役割

AI にペルソナを割り
当てます（「シニア 
IT 財務アナリスト」
など）。

背景

その環境を定義しま
す（「従業員は500
人、ハイブリッド優
先、Zoom 中心」な
ど）。

タスク

必要な特定の監査
または比較を定義
します。

出力

出力形式を指定しま
す（「マークダウン
形式のテーブル」、�
「エグゼクティブサ
マリー」、または「リ
スクマトリックス」
など）。

制限

曖昧な内容を避け
るために制限を設け
ます（「3年間の運
用コストのみに焦点
を当てる」など）。

推論

財務の正確性を確
保するために、AI に
は「段階的に考え
る」ように依頼しま
す。

はじめに 効果を最大化 AI プロンプトを活用主な TCO 要因 ロジクールについて



レベル プロンプト例 有効な理由

良い 「新しいビデオ会議セットアップにかかるすべ
ての費用をリストアップしてください」

目に見えるハードウェアとソフト
ウェアのコストの基本的なリスト
を提供します。

より 
良い

「IT 調達マネージャーとしてふるまってくださ
い。50室のビデオ会議の展開にかかる直接費
と間接費をリストアップし、ケーブル管理や IT 
サポートの工数などの隠れた運用コストも含
めてください」

役割と特定の背景を追加します。
「間接費」と「ケーブル管理」に
言及することで、AI に購入だけ
でなく、ライフサイクル全体につ
いて考慮するよう促します。

最高 「あなたはシニア IT 戦略リーダーであ
り、TCO の専門家です」ハイブリッドワーカー
のために提案された[[ソリューションを挿入]]
の詳細な分析を行ってください。Microsoft 
Teams や Zoom との相互運用性、エネルギ
ー消費（光熱費）、ならびに手動導入と自動
化運用の工数の差による IT チームの機会費
用も考慮に入れてください。1年目と5年目のコ
ストを比較した表を提示してください」

RCTOBR フレームワーク（役
割、状況、タスク、出力、制限、推
論）：特化した役割を使用し、技
術的な制限（相互運用性）を定
義し、特定の出力形式（1年目と
5年目）を要求して長期的な ROI 
を明らかにします。

AI に適切な役割、背景、および制約を与えることで、長期的なシナリオを
シミュレートさせ、技術的負債の「コスト」を計算させ、従業員の生産性
の価値を定量化させることができます。

はじめに 効果を最大化 AI プロンプトを活用主な TCO 要因 ロジクールについて

比較 

分析のレベルアップ
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役割：あなたはテクノロジー TCO（総保有コスト）を専門とするマスタ
ーレベルのファイナンシャルアナリストです。

背景：私は、[[ソリューション名を挿入（Logi Dock Flex など）]]へのテ
クノロジー投資を評価しています。私たちの組織には [[数値を挿入]] 人
の従業員がおり、[[プラットフォームを挿入（Microsoft Teams、Google 
Meet、Zoom など）]]を使用しています。私たちはベンダーロックインか
ら脱却し、「隠れた」運用コストを削減しようとしています。

タスク：この投資の潜在的な TCO を分析してください。あなたは次を
特定する必要があります。

	 1. �取得コスト：表示価格以外（トレーニング、導入費用）のコスト

	 2. �隠れた運用コスト：「ケーブルの煩雑さ」や手動によるファームウ
ェア更新、ヘルプデスクへのチケット数などを考慮してください。

	 3. �サステナビリティと俊敏性：5年後を見据えた潜在的な省エネ効
果と、新しいプラットフォームへの移行のしやすさ。

	 4. �部門横断的な影響：この投資が不動産/施設（部屋の利用状況
など）や人事の目標（オンボーディングや生産性向上など）にどの
ようにメリットをもたらすか。

詳細例：
「TCO 監査主任」プロンプト

出力：構造化されたマークダウン形式のレポート。「目に見えないリス
ク」セクションと「戦略的 ROI」テーブルを掲載してください。

制限：ハードウェアの仕様にのみ注目せず、製品のライフサイクルに注
目してください。

推論：一歩引いて考える推論を使用してください。まず、誰もが確認す
る「ベースライン」費用を定義し、その後、IT リーダーが見落としがちな
「間接」費に着目してください。

次のテクノロジー投資の専門的な監査を行うために、以下をお好みの AI プラットフォーム
（Gemini、ChatGPT、または Claude）にコピー＆ペーストしてください。

はじめに 効果を最大化 AI プロンプトを活用主な TCO 要因 ロジクールについて
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もっと詳しく
Logicool for Business のウェブサイトで、あらゆる規模の
会議室（フリーアドレスデスクから大規模で複雑なスペー
スまで）に対応するワークプレース テクノロジー ソリュー
ションの全ポートフォリオをご覧ください。これらが将来
を視野に入れたワークスペースにどのように役立つかをぜ
ひご確認ください。

プランをカスタマイズする
ご自身の組織の独自のニーズと目標に合わせた TCO モデ
ルをカスタマイズする方法をご紹介します。ロジクールと
ともに、ワークスペースを革新、成長、持続的成功の原動
力へと変えていきましょう。

現代のアプローチ：ロジクールで、未
来に対応できるワークスペースを実現
総保有コスト（TCO）は単なる財務指標ではなく、組織のレジリエンスを高めるためのロードマップ
になります。目標がめまぐるしく変化するこの時代に成功を収めるのは、IT を一連のハードウェア取
引と捉えるのではなく、成長のための戦略的な推進エンジンとして捉える企業です。費用を管理す
るだけにとどまらず、このガイドを活用して、今後何年にもわたってチームを支える俊敏性とイノベー
ションに投資してください。

はじめに 効果を最大化主な TCO 要因 AI プロンプトを活用 ロジクールについて

お問い合わせ

https://www.logitech.com/en-us/business.html?utm_campaign=con_futureproofing_tech_investments_tco_ebook&utm_medium=direct&utm_source=logitech
http://logitech.com/business/contact-b2b
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ート - 出荷台数、2025年9月

**世界のトップ500社の71% - Dun and Bradstreet, Inc.

©2026 Logitech, Logicool.株式会社ロジクールは、Logitech Groupの日本地域担当の日本法人です。ロジクー
ル、Logicoolおよびそれらのロゴは、Logitech Europe S.A.および/または米国およびその他の国における関連会社
の商標です。ロジクールは、この出版物に存在する可能性のある誤記に対して一切責任を負うことはありません。
本書に記載されている製品、価格、および機能情報は、予告なく変更される場合があります。
発行：2026年3月

右記のリンクからお問
い合わせください。

Logitech Europe S.A.
株式会社ロジクール
https://www.logicool.co.jp/ja-jp/
business/contact-b2b.html

購入後のお問い合わせ：
株式会社ロジクールカスタマー
リレーションセンター
https://prosupport.logi.com/

LOGICOOLについて

人とチームが最高のパフ
ォーマンスを発揮できる
よう、その力を引き出す
ロジクールとなら、IT チームは予測不可能なライフサイ
クル費用を長期的な ROI に変換できます。

信頼できるパートナー
ロジクールは、ビデオ会議とパーソナル ワークスペース ソ
リューションのグローバルリーダーとして*、企業向けのハ
ードウェア、ソフトウェア、サービスの包括的なポートフォ
リオでイノベーションを追求し続けています。

それぞれの環境にフィットする設計
すべての人々。すべてのスペース。セキュリティ、パフォーマ
ンス、信頼性を世界統一の基準で。

• �ビデオ会議と個人ワークスペースのソリューションでナ
ンバー1*

• 世界のトップ500社の71%がロジクールを使用**

• 会議室の3分の1にロジクール製品が導入*

• 24時間年中無休のグローバルサポート
• 50以上の alliance partners

はじめに 効果を最大化主な TCO 要因 AI プロンプトを活用 Logicoolについて


